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              【
山
形
議
員
】

東
海

第
二

原

発
の

安
全

協
定

の
見

直
し

も
進

ま
ず

、
こ

の
３

月
に

示
さ

れ
た

県
広

域
避

難
計

画
も

、

30キ
ロ

圏
内

１
０

０
万

人
近

い
住

民

が
、

速
や

か
に

安
全

に
非

難
で

き
る

計
画

に
は

程
遠

い
も

の
で

す
。

東
海

第
二

原
発

の
再

稼
動

は
中

止
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の

た
め

に
も

安
全

協
定

の
早

期
見

直
し

を
求

め
ま

す
。
 

  協
定

見
直

し
は

す
ぐ

に
 

  【
本
間
市
長
】

東
海

第
二

原

発
の

再
稼

動
に

つ
い

て
は

、
市

民
の

安
全

や
生

活
を

最
優

先
に

考
え

、
極

め
て

慎
重

に
判

断
す

べ
き

も
の

で
あ

り
、

実
効

性
の

あ
る

避
難

計
画

を
含

め
、

市
民

の
安

全
が

確
保

で
き

な
い

限

り
、

再
稼

動
は

で
き

な
い

も
の

と
認

識
し

て
い

る
。

ま
た

、
安

全
協

定
の

見
直

し
に

つ
い

て

は
、

い
ま

だ
具

体
的

な
協

議
に

は
至

っ
て

い
な

い
状

況
に

あ
る

が
、

今
す

ぐ
に

見
直

す
べ

き
も

の
で

あ
り

、
引

き
続

き
強

く
働

き
か

け
て

い
き

た
い

。
 

                
安

定
ヨ

ウ
素

剤
の

 

事
前

配
布

を
 

  【
山
形
議
員
】

事
故

が
起

き

て
か

ら
、

安
定

ヨ
ウ

素
剤

を
配

布
す

る
の

で
は

間
に

合
い

ま
せ

ん
。

県
が

本
気

で
考

え
て

い
な

い
な

ら
、

市
独

自
に

全
市

民
を

対
象

に
、

事
前

配
布

の
準

備
を

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。
 

【
市
答
弁
】

原
発

事
故

が
発

生
し

た
場

合
、

住
民

に
お

い
て

は
混

乱
が

予
想

さ
れ

、
安

定
ヨ

ウ
素

剤
を

全
て

の
市

民
に

配
布

す
る

こ
と

は
、

不
可

能
と

考
え

て
い

る
。

30キ
ロ

圏
内

に
は

事

前
配

布
を

お
こ

な
う

よ
う

、
茨

城
県

市
長

会
を

通
じ

、
県

知
事

に
要

望
し

て
い

く
。

 
  
放

射
性

廃
棄

物
の

 

埋
設

は
ス
ト
ッ
プ

を
 

  【
山
形
議
員
】

日
本

原
電

は

廃
炉

作
業

中
の

東
海

発
電

所
の

解
体

作
業

で
発

生
す

る
、

低
レ

ベ
ル

放
射

性
廃

棄
物

（
Ｌ

３
）

を
１

万
２

３
０

０
ト

ン
、

敷
地

 

              内
に

埋
め

立
て

る
予

定
で

す
。

低
レ

ベ
ル

と
い

っ
て

も
セ

シ
ウ

ム
１

３
７

の
埋

め
立

て
濃

度
上

限
値

は

10万
ベ

ク
レ

ル
。こ

れ

を
深

さ
４

メ
ー

ト
ル

の
素

掘
り

 

                        

    の
穴

に
埋

め
立

て
る

方
針

で
、

周
辺

の
水

源
汚

染
、

海
洋

汚
染

な
ど

が
心

配
さ

れ
て

い
ま

す
。
 

 
埋

め
立

て
処

分
は

中
止

し

て
、遮

蔽
施

設
に

一
時

保
管

し
、

安
全

な
処

理
方

法
が

確
立

す
る

ま
で

、
厳

正
に

保
管

管
理

す
べ

き
で

す
。

市
の

考
え

を
伺

い
ま

す
。
 

【
市
答
弁
】

環
境

汚
染

・
海

産
物

摂
取

の
人

へ
の

影
響

は
な

い
と

説
明

を
受

け
て

い
る

が
、

本
当

に
環

境
に

影
響

が
な

い
か

慎
重

に
見

極
め

て
い

き
た

い
。

埋
設

の
計

画
や
環

境
へ
の
影
 
↗
 

                        

↘
 響

に
つ

い
て

、
住

民
へ

の
丁

寧
な

説
明

を
お

こ
な

う
よ

う
原

電
に

働
き

か
け

て
い

く
。
 

【
本
間
市
長
】

Ｌ
３

の
処

分
 

     【
山
形
議
員
】

ア
メ

リ
カ

の

起
こ

す
戦

争
に

、
自

衛
隊

が
い

つ
で

も
ど

こ
で

も
参

戦
・

支
援

す
る

た
め

の
「

戦
争

法
案
」
が

、

国
会

で
審

議
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

法
案

に
は

、
憲

法
を
根
底

か
ら
壊

し
て

し
ま

う
大

き
な
問

題
が

あ
り

ま
す

。
 

 
ア

メ
リ

カ
が
世
界

の
ど

こ
で

あ
れ

戦
争

を
始

め
た

ら
、

日
本

の
自

衛
隊

が
戦
闘

地
域

ま
で
行

っ
て

、「
後

方
支

援
」
の
名

の
も

と
に
弾
薬

の
提
供

や
武
器

の
輸

送
な

ど
、

ア
メ

リ
カ
軍

へ
の
軍

事
支

援
を

お
こ

な
う

と
い

う
も

の
で

す
。「

戦
闘

地
域

ま
で
行

っ

て
相
手

か
ら
攻
撃

さ
れ

た
ら

ど
 

      
「

戦
争

法
案
」

に
反

対
す

る

意
見
書

を
、
国

会
に
提
出

す
る

こ
と

を
求

め
た
請
願

が
、
ひ

た

ち
な

か
平
和

の
会

・
他

１
団

体

か
ら
提
出

さ
れ

、
総
務

生
活
委

員
会

で
審

議
さ

れ
ま

し
た

。
 

 
そ

の
結
果
、「

性
格

そ
の

も
の

が
地

方
議

会
で

判
断

す
る

に
は

な
じ

ま
な

い
」「
現
在
国

会
で
充

分
な

説
明
責
任

を
果

た
す

べ
く

政
府

も
努
力

し
て

い
る
」

と
の

理
由

で
、

継
続

審
査

に
な

り
ま
 

に
つ

い
て

は
、
相

当
の

安
全

性

を
確

保
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、

我
々

も
し

っ
か

り
意

見
を
述

べ
、

場
合

に
よ

っ
て

は
住

民
説
 

     う
す

る
の

か
」

の
問

に
安
倍
首

相
は

、「
武
器

を
使
用

す
る
」
と

言
い

ま
し

た
。

ま
た

、
日

本
が

ど
こ

か
ら

も
攻
撃

さ
れ

て
い

な

い
の

に
、
集
団

的
自

衛
権

を
発

動
し

て
ア

メ
リ

カ
と

一
緒

に
海

外
で

戦
争

す
る

と
い

う
内
容

も

含
ま

れ
て

い
ま

す
。
 

 
憲

法
９
条

を
持

つ
国

と
し

て

絶
対

に
許

さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

市
長

は
ど

う
お

考
え

で
す

か
。
 

【
本
間
市
長
】
集
団

的
自

衛

権
行
使

を
認

め
る

か
、
憲

法
の

関
わ

り
を

ど
う
成

立
さ

せ
る

か

徹
底

し
た

議
論

が
な

さ
れ

、
国

民
の

理
解

を
得

る
こ

と
が

重
要

だ
。
私

と
し

て
は
政
治

の
役
目
 

     し
た

。
 

 
法

案
の

内
容

が
明

ら
か

に
な

る
に

つ
れ

、各
地

方
議

会
で「
反

対
」「

慎
重
審
議
」
を

求
め

る
意

見
書

の
可
決

が
、

34道
府

県
１

９
５

議
会

と
急

速
に

広
が

っ
て

い
ま

す
。

日
本
国

民
の

安
全

・

平
和

の
方
向

が
問
わ

れ
て

い
る

と
き

だ
け

に
、

も
っ

と
真
剣

な

議
論

を
お

こ
な

い
、「

戦
争

は
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
」
と

い
う

市

民
の
声

を
反
映

さ
せ

、
意

見
書
 

明
も

当
然

必
要

で
あ

る
。

そ
う

い
う

レ
ベ

ル
の
問
題

と
し

て
対

処
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
 

     は
あ

く
ま

で
戦

争
を

起
こ

さ
な

い
こ

と
、

起
こ

さ
せ

な
い

こ
と

で
あ

る
と

認
識

し
て

い
る

。
そ

の
時
々

の
曖
昧

な
法

解
釈

や
運

用
を

、
現

に
許

さ
な

い
仕
組
み

や
体
制

を
つ

く
る

こ
と

が
、

極

め
て
大
切

で
あ

る
。
 

            

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
 

提
出

を
採
択

す
べ

き
で

す
。
 

 議会報告会  
議会活動報告と、みなさんの市政へ
の要望をお伺いします。お気軽に
ご参加ください。  
８月２日（土）午後２時３０分～ 

場所：漁村センター 
（海洋高校となり） 

再
び
「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
を
 

許
さ
な
い
！
 

市
民

の
「い

の
ち

と
暮

ら
し

」を
守

る
市

政
を

 

 
６

月
議

会
は
６

月
２

日
か

ら

16日
ま

で

お
こ

な
わ

れ
、
報
告

事
件

17件
、

議
案

３

件
、
請
願

３
件

、
陳
情

１
件

が
審

議
さ

れ
ま

し
た

。
 

 
一
般
質
問

で
山
形

議
員

は
、市

民
の
切

実

な
願

い
を
取

り
上
げ
、実
現

を
求

め
ま
し
た
。 

議
会

最
終

日
に

は
、
２
件

の
専
決

処
分

の

報
告

と
２
件

の
議

案
に

つ
い

て
、「
暮

ら
し

が
守

れ
な

い
」
と

、
反

対
の

立
場

か
ら
討
論

を
お

こ
な

い
ま

し
た

。
 

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
中
止
、
 

安
全
協
定
の
早
期
見
直
し
を
求
め
る
 

 「戦
争

法
案

」廃
止

を
求

め
る

請
願

、
 

継
続

審
査

に
 

5月15日「戦争立法」許すなの昼休みデモ 
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全
国
各

地
で

、
子

ど
も

の
医

療
費
無
料
化

を
求

め
る

取
り
組

み
が

す
す
み

、
中
学
校
卒

業
ま

で
助
成

し
て

い
る

市
町
村

は
入

院
で

72・
９
％

、
外
来

で
も

56・
７
％

に
広

が
っ

て
い

ま
す

（
県

内
市
町
村

の
実

施
状

況
は

左
表

の
通

り
で

す
）。

 
  
高

校
卒

業
ま

で
 

医
療

費
助

成
を

 
  【
山
形
議
員
】
高
校

生
に

な

っ
て

も
腎
疾
患

や
心
疾
患

、
部

活
動

に
よ

る
思
わ
ぬ
怪
我

な
ど

も
あ

る
こ

と
か

ら
、
医
療
費
助

成
を
高
校
卒

業
ま

で
と

す
る

こ
 

                     

     と
を

求
め

ま
す

が
、

そ
の
際

、

市
の
財
政
負
担

は
ど

の
く

ら
い

必
要

で
し
ょ

う
か

。
 

【
市
答
弁
】

こ
の
制

度
（
医

療
福
祉
費

支
給
制

度
）

は
、
医

療
費

の
自
己
負
担

分
の

一
部

を
、

県
と

市
の
公
費

で
助
成

す

る
制

度
で

あ
る

。
本

市
は

こ
の

４
月

か
ら
外
来
診
療
費

に
対

す

る
助
成

を
中
学

３
年

生
ま

で
拡

大
し

た
。

本
来

、
国

が
少
子
化

対
策

と
し

て
、

市
町
村

間
に
差

が
な

い
よ

う
に

実
施

す
べ

き
で

あ
る

。
 

 
高
校

生
ま

で
拡
大

し
た

場
合

の
市

の
財
政
負
担

は
、
約

４
千

万
円

と
見
込

ま
れ

る
。
 

                     

       所
得

制
限

の
撤

廃
を

 
  【
山
形
議
員
】

市
長

は
施
政

方
針

の
中

で
、
若

い
人

た
ち
 

    【
山
形
議
員
】
介
護

保
険
制

度
が
ス
タ

ー
ト

し
て

か
ら

15

年
。
介
護

保
険
料

も
当
初

の
約

１
・

83倍
に

な
り

ま
し

た
。
 

 
「
家
族
介
護
」

か
ら

「
社

会

全
体

で
支

え
る
介
護
」

を
か

か

げ
た

の
に

、
需

要
の
増
大

に
対

し
て

、
介
護
サ

ー
ビ
ス

の
供
給
 

                     

が
安

心
し

て
働

き
、
家
庭

を
築

く
こ

と
が

で
き

る
「
職

住
接

近

の
ま
ち
」

を
目
指

す
と
言

っ
て

い
ま

す
。
 

 
所
得
制

限
を
撤

廃
し

、「
子

ど

も
の
医
療
費

が
か

か
ら

な
い

ま

ち
」

に
す

れ
ば

、
若

い
人

た
ち

の
大

き
な
魅
力

と
な

り
人
口
増

加
も

期
待

で
き

る
の

で
は

な
い

で
し
ょ

う
か

。
 

    量
が

、
ま

っ
た

く
対
応

し
て

い

ま
せ

ん
。
ひ

た
ち

な
か

市
の
特

別
養
護
老

人
ホ

ー
ム

の
待
機
者

は
、平
成

26年
３

月
で

３
２

４

人
に
達

し
て

い
ま

す
。
 

 
全
国

で
は
年

間
３

０
０

人
近

く
が
介
護

に
疲

れ
て
介
護

自

殺
。
介
護

の
た

め
に
離
職

す
る
 

                     

【
市
答
弁
】

中
学

３
年

ま
で

医
療
費

の
所
得
制

限
を
撤

廃
し

た
場

合
、

市
の
費
用
負
担

は
扶

助
費

だ
け

で
も
約

１
億

１
５

０

０
万
円

と
な

る
。

 

 
こ

の
制

度
は
経
済
的
弱
者
救

済
の
役
割

を
有

す
る

も
の

で
あ

り
、

一
定

の
所
得
制

限
を

設
け

る
こ

と
は

や
む

を
得

な
い

と
考

え
る

。
 

    人
は
年

10万
人

も
い

ま
す

。
 

 
特
別
養
護
老

人
ホ

ー
ム

に
入

所
し

て
い

て
病
院

に
入
院

す
る

必
要

が
生

じ
た

場
合

、
３

カ
月

以
内

で
あ

れ
ば

再
び

そ
の

施
設

に
戻

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
し

か
し

、
な

か
な

か
戻

れ
な

か
っ

た
と

い
う
例

が
あ

り
ま

す
 
↗ 

                     

★
市

の
調
査

で
も

、「
子
育

て

を
す

る
上

で
、

周
囲

か
ら

ど
の

よ
う

な
サ
ポ

ー
ト

が
あ

れ
ば
良

い
か
」

と
の
記
述
欄

で
一
番
多

か
っ

た
の

は
、「
経
済

的
支

援
」

で
し

た
。

 

 
子
育

て
世
帯

の
経
済

的
負
担

を
減

ら
す

よ
う

、
特

に
医
療
費

の
無
料
化

を
、

今
後

と
も

強
く

求
め

て
い

き
ま

す
。

 

------------------- 

↘
 
が

、
市

の
対
応

に
つ

い
て

お

聞
か

せ
く

だ
さ

い
。

 

【
市
答
弁
】

市
は

一
番
身

近

な
窓
口

と
し

て
、
利
用
者

や
家

族
か

ら
の
相
談

に
応

じ
、
助
言

を
お

こ
な

う
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

事
業
者

に
対

し
て

内

容
を

確
認

し
、

場
合

に
よ

っ
て

は
指
導

を
お

こ
な

う
役
割

を
担

っ
て

い
る

。
 

                      

                                           

                                 

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
拡
充
で
 

子
育
て
支
援
を
求
め
る
 

「
特
養
ホ
ー
ム
に
入
所
で
き
な
い
」

各市町村の小児マル福単独事業実施状況 
茨城県厚生総務課（H27.4.1 現在） 

 

対  象 自己負担金撤廃  

中学３年生 
までの外来 

高校３年生 
までの外来･入院 

所得制限 

撤廃 外来 入院 

水戸市 ○     

日立市 ⇒H27.10～  ○   

土浦市 ○  ○   

古河市  ○ ○   

石岡市 ○  ○   

結城市  ○ ○   

龍ヶ崎市 ○  ○   

下妻市 ○   未就学児 未就学児 

常総市  ○ ○  ○ 

常陸太田市  ○ ○  養育医療対象者 

高萩市 ○  ○  ○ 

北茨城市 ○  ○ ○ ○ 

笠間市 ○   小６ 小６ 

取手市 ○  ○   

牛久市 ○  ○   

つくば市 ○  ○   

ひたちなか市 ○   ３歳未満 ○ 

鹿嶋市  ○ ○   

潮来市 ○  ○   

守谷市 ○  ○   

常陸大宮市 ⇒H27.10～   ○  

那珂市 ○     

筑西市 ○ ⇒H27.10～ ○   

坂東市 ○  ○   

稲敷市  ○ ○   

かすみがうら市 ○   小３  

桜川市 ○  ○   

神栖市 ○  ○   

行方市 ○  ○   

鉾田市 ○  ○   

つくばみらい市  入院のみ ○   

小美玉市 ○  ○   

茨城町 ○   ３歳未満  

大洗町 ○  ○ 小３ 小３ 

城里町 ○  ○   

東海村 ○  ○ ○ ○ 

大子町  ○ ○ ○ ○ 

美浦村 ○  ○ ○ ○ 

阿見町 ○  ○ ○ ○ 

河内町 ○  ○   

八千代町 ○   未就学児  

五霞町 ○   未就学児  

堺町 ○  ○ ４歳未満  

利根町 ○  ○ ○ ○ 

（44） 34 8 34 7 9 

 ★茨城県は、外来は小学６年まで、入院は中学３年生まで医療費の助成をおこなって 

います。自己負担金の助成は実施していません。 

常陸那珂港、これ以上の開発は中止すべき 

常陸那珂港区の総事業費と実施額（茨城県土木部港湾課 より） 

 
全体計画 

2014年までの実施額 

（負担割合） 
主な事業内容 

国 

茨城県 

地元市村 

電力会社 

1,422億円 

4,425億円 

203億円 

750億円 

918億円（26％） 

1,755億円（51％） 

100億円（ 3％） 

694億円（20％） 

東・北防波堤、県への補助金 

岸壁、直轄負担金、用地造成 

防波堤、岸壁 

東・北防波堤 

計 6,800億円 3,467億円（100％）  

県施工分におけ

る電力分担金 467億円  472億円 
電力用地造成（北ふ頭） 

灰処分場造成（中央ふ頭） 

合 計 7,267億円 3,939億円  

 

 ６月議会に、中央埠頭の埋め

立てによって生じた土地の確認

と、 字
あざな

を「長砂字渚
ながすなあざなぎさ

」にす

る議案が提出されました。 

 常陸那珂港は、東電の石炭輸

入と日立建機・コマツの両社が 

製造した大型建設機械の専用積出港になっています。 

 この大企業優先の開発に地元負担金が求められ、本市はこれまで約53億

円の血税をつぎ込んできました。今後さらに工事が進めば本市は100億円、

県は2,700億円もの負担金を出すことになります。 

 もうこれ以上の開発は中止し、中小企業の振興や地域の雇用の拡大につ

ながる施策に切り替えるべきだと、山形議員は反対討論をおこないました。


